
1/5 

○新発田市まちづくり善行賞贈呈要綱 

平成１９年４月３日 

告示第７８号 

改正 平成２０年３月３日告示第５７号 

平成２４年９月３日告示第２２５号 

平成２５年８月２８日告示第２４５号 

平成２６年７月２８日告示第２１８号 

平成２８年６月２８日告示第２０２号 

新発田市まちづくり善行賞贈呈要綱を次のように定め、平成１９年４月１日から実施した。 

（目的） 

第１条 この要綱は、新発田市表彰規則（平成２年新発田市規則第２４号）等別に定めるものを除き、

市民の模範となる善行（以下「善行」という。）によって、地域社会に顕著な貢献をした市民等を讃

えることにより、新発田市民のまちづくりに対する意識の向上を図ることを目的とする。 

（候補者） 

第２条 この要綱による新発田市まちづくり善行賞（以下「善行賞」という。）の対象となるもの（以

下「候補者」という。）は、市内で活動する個人又は団体で、次の各号のいずれかに該当するものと

する。 

(1) 市内に在住、在勤又は在学する個人で、１年以上継続して善行を行ったもの（団体に所属して

善行を行った者を除く。） 

(2) ５年以上継続して善行を行った団体（政治団体及び宗教団体を除く。） 

(3) 公共的団体の職務に従事し、その功績が顕著な個人で、当該団体を既に退任したもの 

(4) その他特に市長が認めたもの 

２ 前項の規定にかかわらず、次の各号のいずれかに該当する場合は、候補者としない。ただし、市長

が特に認めたときは、この限りでない。 

(1) 個人又は団体が当該善行に関し市又は他の公共機関から既に表彰されているとき。 

(2) 民生委員、児童委員、保護司、廃棄物減量等推進員、交通安全指導員等を委嘱された個人によ

り当該善行が行われたとき。 

（平成２６告示２１８・一部改正） 

（推薦者） 

第３条 前条の規定に該当する候補者があるときは、次の各号に定めるものが新発田市まちづくり善行

賞推薦申請書（個人）（別記第１号様式）又は新発田市まちづくり善行賞推薦申請書（団体）（別記

第２号様式）（以下「推薦申請書」という。）により推薦できるものとする。 

(1) 市内に在住、在勤又は在学するもの 

(2) 市の各課等（新発田市行政組織条例（平成２４年新発田市条例第３３号）に規定する課等及び

支所、新発田市教育委員会組織規則（平成１１年新発田市教育委員会規則第３号）に規定する事務

局の課及び教育機関、行政委員会（教育委員会を除く。）の事務部局、議会事務局並びに会計課を

いう。） 

（平成２５告示２４５・平成２８告示２０２・一部改正） 

（受賞者の決定） 

第４条 善行賞の受賞者は、前条の規定により提出された推薦申請書に基づき、市長が決定する。 

２ 前項の場合において、市長は、次の各号のいずれかに該当するものは受賞者としないものとする。 

(1) 刑事事件に関して現に起訴されているもの 

(2) 罰金以上の刑に処せられたもの（刑の言渡しの効力が失われたものとされたもの及び道路交通

法（昭和３５年法律第１０５号）又は自動車の保管場所の確保等に関する法律（昭和３７年法律第

１４５号）の規定に違反して罰金の刑に処せられたものを除く。） 

(3) その他市長が表彰することが適当でないと認めるもの 

（平成２４告示２２５・一部改正） 

（審査） 

第５条 市長は、この要綱による対象者について審査するため、新発田市表彰規則（平成２年新発田市
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規則第２４号）第５条に規定する表彰審査会に意見を求めることができる。 

（平成２０告示５７・全改） 

（善行賞の贈呈） 

第６条 善行賞の贈呈は、毎年度１回程度これを行う。 

２ 前項の贈呈は、記念品を添えて行うことができる。 

（委任） 

第７条 この要綱に定めるもののほか必要な事項は、市長が別に定める。 

前 文（平成２０年告示第５７号）抄 

平成２０年４月１日から実施する。 

前 文（平成２４年告示第２２５号）抄 

告示の日（平成２４年９月３日）から実施する。 

前 文（平成２５年告示第２４５号）抄 

平成２５年４月１日から実施した。 

前 文（平成２６年告示第２１８号）抄 

告示の日（平成２６年７月２８日）から実施する。 

前 文（平成２８年告示第２０２号）抄 

平成２８年４月１日から実施した。 
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別記第１号様式（第３条、第４条関係） 

第２号様式（第３条、第４条関係） 

 


